
相　
　

談

　

行　

政　

相　

談

　

行
政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
る
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

〈
木
造
会
場
〉

●
12
月
22
日
㈭
▽
市
役
所
２
階
相
談
室

　

行
政
相
談
委
員　

川
嶋　

久
利 

氏

電
話
42

－

２
４
８
６

〈
車
力
会
場
〉

● 

12
月
16
日
㈮
10
時
〜
15
時
▽
む
ら
お

こ
し
拠
点
館
「
フ
ラ
ッ
ト
」

　

※ 

事
前
に
電
話
69

－

５
２
１
５
で
確

認
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

こ 

こ 

ろ 

の 

相 

談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病
気
に
つ
い
て
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

眠
れ
な
い
、
心
が
重
い
、
や
る
気
が

起
き
な
い
、
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
な

ど
の
病
気
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
悩
み

を
抱
え
て
い
る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
保
健
師
に
よ
る
相
談

　

１
月
５
日
㈭
10
時
〜
15
時

●
場
所
▽
健
康
推
進
課
相
談
コ
ー
ナ
ー

※ 

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
別

の
日
で
も
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

健
康
推
進
課(

内
線
３
０
６)

献　
　

血

 
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

● 
１
月
２
日
㈪
10
時
〜
11
時
45
分
、
13

時
〜
16
時
30
分
▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ

が
る
柏

問 

健
康
推
進
課
（
内
線
３
０
９
）

税 

 

五
所
川
原
税
務
署
か
ら
の

 

お
知
ら
せ

　

申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
期
間
は
、

２
月
16
日
㈭
か
ら
３
月
15
日
㈬
ま
で
で

す
（
土
・
日
を
除
く
）。

● 

場
所
▽
五
所
川
原
税
務
署
１
階
会
議

室
●
時
間
▽
９
時
〜
17
時

　

会
場
開
設
前
は
、
申
告
書
作
成
会
場

を
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
少
な
い
職

員
で
の
対
応
と
な
り
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

開
設
期
間
中
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

待
ち
時
間
も
な
く
便
利
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
、
ご

自
宅
で
の
申
告
書
作
成
に
是
非
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

・ 

便
利
１　

申
告
会
場
に
出
向
く
必
要

な
し
！

・ 

便
利
２　

確
定
申
告
期
間
中
は
２
４

時
間
利
用
可
能
！

・
便
利
３　

自
動
で
税
額
を
計
算
！

・ 

便
利
４　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
の
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
に
も
対

応
！

問 

五
所
川
原
税
務
署電話

34
－

３
１
３
６

 

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

 

全
て｢

特
別
徴
収｣

と
な
り
ま
す

　

給
与
所
得
者
（
従
業
員
）
の
個
人
住

民
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
が

給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
に
よ

り
納
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
西
北
地
域
２
市
５
町
と

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
で
は
、
原
則

と
し
て
全
て
の
事
業
主
の
方
に
特
別
徴

収
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
事

業
主
が
従
業
員
に
代
わ
り
、
毎
月
支
払

う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、

納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

は
、
市
が
従
業
員
ご
と
の
税
額
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
源
泉
徴

収
の
よ
う
な
税
額
計
算
や
年
末
調
整
の

手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
従
業
員
の
方
に
は
、
納
め
忘
れ

が
な
く
、
納
期
が
年
12
回
の
た
め
普
通

徴
収
の
年
４
回
に
比
べ
て
１
回
当
た
り

の
納
付
額
が
少
な
く
な
る
と
い
っ
た
納

税
の
便
宜
を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

問 

税
務
課
（
内
線
２
１
２
）

募　
　

集

 

若
が
え
り
健
康
教
室

　

今
よ
り
も
っ
と
、
は
つ
ら
つ
と
生
き

生
き
と
、
若
々
し
く
な
り
た
い
あ
な
た

を
応
援
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

● 

日
時
▽
12
月
19
日
㈪
13
時
30
分
〜
14

時
30
分

●
場
所
▽
松
の
館　

交
流
ホ
ー
ル

● 

テ
ー
マ
▽
マ
イ
ナ
ス
５
歳
の
心
と
体

を
あ
な
た
の
手
に

● 

講
師
▽
健
康
運
動
指
導
士　

鬼
武
由

美
子
氏

● 

内
容
▽
姿
勢
調
整
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

● 

対
象
▽
つ
が
る
市
民
※
医
師
か
ら
運

動
を
制
限
さ
れ
て
い
な
い
方

●
持
ち
物
▽
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※ 

運
動
し
や
す
い
服
装
、
履
物
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
参
加
条
件

•
ケ
ガ
等
は
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
。

• 

運
動
の
効
果
を
評
価
す
る
た
め
、
毎

回
体
重
測
定
を
し
ま
す
。

※
申
込
不
要
。
参
加
無
料

問 

健
康
推
進
課
（
内
線
３
０
６
）

 

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
講
習
会

　

冬
の
体
力
づ
く
り
と
技
術
向
上
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
か
ら
上
級
者
ま
で
ス

タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
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● 
日
時
▽
１
月
14
日
、
21
日
、
28
日
の

土
曜
日
３
日
間

● 

場
所
▽
青
森
ス
プ
リ
ン
グ
・
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
（
旧
ナ
ク
ア
白
神
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
）

● 

集
合
受
付
▽
ス
キ
ー
場
ラ
ー
メ
ン

シ
ョ
ッ
プ
横
無
料
休
憩
所
内
・
18
時

〜
18
時
30
分
（
現
地
集
合
、
現
地
解

散
）

● 

参
加
対
象
▽
森
田
・
柏
地
区
の
方
で
、

ス
キ
ー
は
小
学
３
年
以
上
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
は
小
学
４
年
以
上

● 

申
込
期
限
▽
１
月
６
日
㈮
電
話
申
込

可
● 

講
習
料
▽
無
料
（
リ
フ
ト
代
は
各
自

負
担
）

●
講
習
内
容

• 

ク
ラ
ス
別
に
１
日
２
時
間
程
度
の

レ
ッ
ス
ン
。

• 

用
具
は
各
自
準
備
。
無
い
方
は
ス

キ
ー
場
で
レ
ン
タ
ル
可
（
有
料
）。

• 

講
習
中
の
事
故
は
、
自
己
責
任
と
し

ま
す
。

 

森
田
公
民
館　電

話
26

－

２
５
６
６

 

牛
潟
公
民
館
『
歌
謡
祭
』

　

１
月
29
日
㈰
13
時
開
催
の
、
牛
潟
公

民
館
『
歌
謡
祭
』
カ
ラ
オ
ケ
大
会
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

● 

参
加
資
格
▽
車
力
地
区
在
住
の
方
。

男
女
年
齢
問
い
ま
せ
ん
。

● 

募
集
定
員
▽
先
着
20
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

● 

申
込
方
法
▽
牛
潟
公
民
館
に
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他

• 

参
加
費
無
料
、
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
は
各

自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

• 

車
力
地
区
外
の
方
も
入
場
無
料
。
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

• 

カ
ラ
オ
ケ
終
了
後
、
楽
歌
声
の
会
生

バ
ン
ド
歌
謡
シ
ョ
ー
あ
り
。

 

牛
潟
公
民
館電

話
56

－

２
１
４
３

そ 

の 

他

 
農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会

 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
集
落
座
談
会

　

農
地
中
間
管
理
事
業
は
、
経
営
規

模
を
縮
小
す
る
「
出
し
手
農
家
等
」

か
ら
「
農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
社

団
法
人
あ
お
も
り
農
林
業
支
援
セ
ン

タ
ー
）
」
が
農
地
を
借
り
入
れ
、
一
定

要
件
の
も
と
規
模
拡
大
を
目
指
す
「
受

け
手
農
家
」
に
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
貸

し
付
け
る
も
の
で
す
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
説
明
会
お
よ

び
人
・
農
地
プ
ラ
ン
集
落
座
談
会
を
合

同
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
経
営
体
育
成
支
援
事
業
お
よ

び
青
年
就
農
給
付
金
事
業
（
経
営
開
始

型
）
を
申
請
予
定
の
方
も
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
▽
12
月
16
日
㈮
14
時

●
場
所
▽
松
の
館
２
階 

視
聴
覚
室

● 

対
象
地
域
（
お
住
ま
い
）
▽
市
全
域

問 

農
林
水
産
課

（
内
線
４
１
２
・
４
１
７
）
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長年の交通安全活動を称えて
　11月9日、青森市文化会館にて交通安全青森県民大会が開催
され、当市からは県知事表彰を受賞した柏の長谷川良正さん（交
通安全功労者）、稲垣町の亀山富雄さん（優良運転者）をはじめ、
多くの個人・団体が長年の交通安全活動に尽力した功績を称え
られました。
【問い合わせ先】総務課　電話42-2111（内線342） 県交通安全母の会・県警本部長表彰を代表受賞した

江良睦さん（市交通安全母の会出野里支部）

　10月22日、防衛大臣感謝状贈呈式が東京で行われ、車力基
地協力会会長の秋田谷要蔵さんが稲田防衛大臣より防衛大臣感
謝状を贈呈されました。
　秋田谷さんは、車力分屯基地開庁時から協力会員として、地
域住民と基地とのパイプ役として活動。また、米軍Ｘバンド・
レーダーの受け入れに伴う国の施策に協力するとともに、地域
住民への積極的な広報活動など、基地問題の未然防止に貢献し
たことに対し、今回の贈呈となりました。
【問い合わせ先】
　車力分屯基地 広報担当　電話56-2532（内線204） 左から栗秋基地司令、秋田谷要蔵さん、稲田防衛大臣

秋田谷要蔵さんが防衛大臣感謝状を受賞秋田谷要蔵さんが防衛大臣感謝状を受賞



　

日
本
人
は
よ
く
外
国

語
を
勉
強
し
ま
す
。
一

概
に
言
え
ま
せ
ん
が
、

英
語
を
勉
強
す
る
人
は

圧
倒
的
に
多
い
よ
う
で

す
。
確
か
に
英
語
は
世

界
的
に
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
英
語
以
外
の

言
葉
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
公
用
語
が
１
つ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
移
民
の
国
」
で
あ
る
だ
け
に
、
住
ん
で

い
る
人
は
み
ん
な
英
語
し
か
話
さ
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
校
で
習
う
外
国

語
も
様
々
で
、
た
く
さ
ん
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
私
の
実
家
の
近
く
に
、
1
年
生

か
ら
す
べ
て
の
授
業
を
ス
ペ
イ
ン
語
で
受
け
る
小

学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
場
合
は
、
中
学
生
か

ら
正
式
に
外
国
語
を
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（
日
本
語
と
い
う
選
択
肢
は
中
学
校
に
な
か
っ

た
の
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。）

　

実
は
小
学
校
の
こ
ろ
に
初
め
て
日
本
語
に
触
れ

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
世
界
各
国
の
文
化

や
言
葉
を
紹
介
す
る
特
別
な
授
業
を
2
年
生
の
み

ん
な
で
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
日
本
語
の
挨
拶

な
ど
を
覚
え
、
最
後
に
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
食
べ

た
こ
と
を
未
だ
に
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
授
業

で
日
本
語
を
選
択
し
て
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
高
校
1
年
生
か
ら
で
し
た
が
、
小
学
校
２
年

生
の
時
に
学
ん
だ
、
日
本
語
の
10
ま
で
の
数
え
方

は
ず
っ
と
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
高
校
生
に
な
り
、
や
っ
と
外
国
語
科

目
と
し
て
日
本
語
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
初
め
て
「
日
本
語
で
見
た
」
身
の
周
り
の
世

界
を
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
か
ら
、

自
分
の
国
際
化
を
感
じ
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
時
か

ら
そ
の
瞬
間
ま
で
ず
っ
と
「tree

」
だ
っ
た
も
の

が
「
木
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ず
っ

と
「cold

」 

だ
っ
た
そ
の
感
覚
が
「
寒
い
」
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
語
が
解
れ
ば
解
る
ほ
ど
視
野
が

少
し
ず
つ
広
が
り
ま
し
た
。
単
純
な
言
葉
を
通
じ

て
、
自
分
の
中
に
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の

生
き
方
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
を
外
か
ら
観

察
で
き
ま
し
た
。
私
は
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
英
語

が
母
国
語
で
あ
り
、
英
語
以
外
の
言
葉
を
勉
強
す

る
こ
と
で
視
野
が
国
際
的
に
な
り
ま
し
た
。
世
の

中
に
は
何
百
も
の
言
語
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
言

葉
に
し
て
も
学
ぶ
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
外
国
人
の
目
か
ら
見
れ
ば
、英
語
が
話

せ
る
だ
け
で
は
い
わ
ゆ
る「
国
際
人
」に
な
れ
る
と

思
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
人
に
よ
っ
て
何
語
が

外
国
語
か
は
違
う
し
、個
人
個
人
が
好
き
な
言
葉

や
特
に
興
味
が
あ
る
言
葉
が
あ
る
わ
け
で
す
。
し

か
し
、ど
の
言
葉
で
も
１
つ
勉
強
す
れ
ば
、自
分
が

毎
日
過
ご
し
て
い
る
人
生
を
別
な
視
点
か
ら
見

て
、国
際
的
に
考
え
る
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ペ
ラ
ペ
ラ
に
な
る
ま
で
勉
強
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、
少
し
だ
け
自
分
の

母
国
語
で
は
な
い
言
葉
に
触
れ
、
そ
の
言
語
で

「tree

」
や
「cold

」
な
ど
、
１
つ
２
つ
の
単
語

を
覚
え
る
こ
と
だ
け
で
世
界
の
見
方
が
少
し
変
わ

る
は
ず
で
す
。
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
は
国
際
化
へ
の

ス
テ
キ
な
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
つ
が
る
市
に
来
て
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

様
々
な
小
さ
い
目
標
を
決
め
て
徐
々
に
そ
れ
を
達

成
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
そ
れ
と
と
も

に
常
に
1
つ
の
大
き
い
役
目
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
地
域
レ
ベ
ル
の
国
際
化
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
お
互
い
に
国
際

人
に
な
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
交

流
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！
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・
イ
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タ
テ
・
ヨ
コ
の
問
題
を
解
い
て
い
き
、
Ａ
か
ら
Ｅ

の
文
字
を
探
し
て
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
ね
！

ヒ 

ン
ト　

雪
上
で
行
わ
れ
る
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、氷
上
で
行
わ
れ
る
ス
ケ
ー
ト
や
カ
ー
リ
ン
グ
な

ど
寒
い
時
季
な
ら
で
は
の
○
○
○
○
○
ス
ポ
ー
ツ
。

応募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合は保護者名も記
入）、年齢、広報つがるに対するご意見などを書き添えてお送りくださ
い。正解者の中から抽選で５名の方に、「牛蒡めん美人」をプレゼント
します。 （12月25日締切　※当日消印有効）
応 募 先：〒038-3192 つがる市役所　秘書広報課まで

11月号の答えは
「シュウカク」でした。
41名様より応募していただきまし
た。当選者は次のとおりです。
〔敬称略〕
川村キミヱ（森田町）、木村夕芽（森
田町）、渋谷節子（木造）、松橋奈穂
（富萢町）、三上国正（稲垣町）

【
タ
テ
の
問
題
】

１
．
サ
ン
タ
の
ソ
リ
を
ひ
く
の
は
〇
〇
〇
〇

２
．
花
札
の
十
月
は
紅
葉
に
〇
〇

３
． 

肌
の
ハ
リ
と
弾
力
を
保
つ
、
フ
カ
ヒ
レ
に
た
っ
ぷ

り
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
一
種

４
．
風
水
を
よ
く
す
る
こ
と
で
〇
〇
〇
を
上
げ
る

５
． 

ド
キ
ド
キ
は
ら
は
ら
し
て
緊
張
し
て
い
る
状
態
。

手
に
〇
〇
を
握
る

６
． 

骨
粗
鬆
症
予
防
の
た
め
に
、
小
魚
な
ど
を
た
べ
〇

〇
〇
〇
〇
を
摂
取
す
る

９
．
丸
屋
根
の
建
物

12
．
太
陽
系
６
番
目
の
惑
星
。
大
き
な
輪
が
特
徴

14
．
日
常
、
家
で
着
て
い
る
服

16
．did

はdo,does

の
〇
〇
〇
〇

17
．
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と

19
．
化
学
式
Ｃ
Ｏ
２
は
二
酸
化
〇
〇
〇

23
．
ま
っ
た
く
面
白
み
の
な
い
こ
と
。
〇
〇
無
臭

【
ヨ
コ
の
問
題
】

１
．
亀
の
甲
よ
り
〇
〇
〇
〇
〇

５
．
消
防
車
の
色
は

７
． 

何
か
に
つ
け
て
い
が
み
合
う
よ
う
な
仲
の
悪
さ
。

犬
猿
の
〇
〇

８
． 

小
学
生
が
教
科
書
や
ノ
ー
ト
な
ど
を
入
れ
て
背
負

う
鞄

10
． 

ク
リ
ス
マ
ス
に
食
べ
る
七
面
鳥
。
英
語
で
〇
〇
〇

〇

11
． 

地
球
上
に
あ
る
地
点
の
南
北
の
位
置
を
表
す
座
標

⇔

経
度

13
．
風
が
無
い
こ
と

15
．
野
球
で
２
塁
の
こ
と

18
． 

岩
木
川
流
域
の
洪
水
や
水
不
足
を
和
ら
げ
た
り
、

川
の
流
れ
を
保
つ
「
津
軽
〇
〇
」

19
． 

人
に
へ
つ
ら
い
、
機
嫌
を
と
る
の
に
懸
命
な
者
。

社
長
の
〇
〇
〇
持
ち

20
． 

目
を
大
き
く
は
っ
き
り
見
せ
る
た
め
、
ま
つ
げ
の

き
わ
に
描
く
線
。
ア
イ
〇
〇
〇

21
． 

犬
、
猿
、
キ
ジ
は
、
桃
太
郎
が
鬼
退
治
に
行
く
と

き
の
〇
〇
〇

22
．
教
育
・
勤
労
・
納
税
は
国
民
の
三
大
〇
〇

24
．
天
皇
が
皇
位
に
つ
く
こ
と

25
． 

江
戸
時
代
に
江
戸
幕
府
が
武
家
を
統
制
す
る
た
め

に
定
め
た
法
令
。
〇
〇
諸
法
度
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法律相談を開催しています
　～個人では解決できない法律の問題や家庭問題等

お一人で悩んでいませんか？～　
期　日：平成29年1月11日(水)〈毎月第２水曜日〉
時　間：午後１時から４時まで
場　所：つがる市社会福祉協議会「相談室」
料　金：無料
※相談は予約が必要です。
※また、都合により期日が変更に
　なる場合もありますので、事前
　にお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　つがる市社会福祉協議会木造支所（電話42-4660）

つがる市生活相談支援センター
　•生活に困っているけど、どこに相談したらいいの・・・
　•なかなか仕事がみつからない・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　■相談は無料
　•仕事を辞めて家賃が払えない、住む家がない・・・　　　　　　　　　　■秘密は厳守
　•生活保護の申請を考えている・・・
　生活やお仕事などで、悩んでいることはありませんか？
　つがる市生活相談支援センターでは、地域のみなさんが抱えている生活問題等を解決できるように支援していきます。
生活の不安や悩みごとがありましたら、お気軽にご相談ください。
問い合わせ先：つがる市生活相談支援センター（つがる市社会福祉協議会内）
　　　　　　　電話0173-42-5678（直通）・FAX0173-42-4686　開設日：月～金（祝日を除く）8:30～17:00

歳末たすけあい募金にご協力ください
　　　　対象地区：木造地区・森田地区・柏地区
　　　　期　　間：平成28年12月1日～12月31日
　歳末たすけあい募金は、年末に皆様の善意を集め、新
たな年を迎える時期に、各地区内の支援の必要な方々や
施設、交流事業等に配分され、地域福祉の充実を図るた
めに実施されます。
　皆様のお宅へ「共同募金活動推進員」が訪問された際
は、趣旨をご理解の上、ご協力くださるよ
うお願い申し上げます。
<募金の主な使いみち>
○食事サービス（会食会の開催等）
○入浴サービス
○一人暮らし老人や福祉施設入所者への支援など

暮らしに役立つ情報 福祉機器・用具の紹介　～雪道対策　ピン型滑り止め～　
　福祉機器・用具には、生活をサポートしてくれる便利なものがたくさんありま
す。これから冬本番を迎え、雪道は杖を使っている方々にとって歩きづらいもの
です。
「滑って転んだらどうしよう」と、つい臆病になりがちですが、そんな時には、
杖の先に取り付けるアイスケン・アタッチメント（ピン型滑り止め）が便利です。
※使用上の注意
　• 先端が鋭利なので、自分自身や他の人を誤ってついてしまうと、けがをする場合が
あります。

　• 屋内の固い床で使うと、逆にすべることがありますので、取り扱いには十分ご注意
ください。　

滑り止めの購入・その他の福祉用具のお問い合わせ
◇ケアプランセンタ－きづくり　電話42－4660　◇ケアプランセンタ－もりた　　電話49－7005
◇ケアプランセンターいながき　電話46－2902　◇ケアプランセンターしゃりき　電話56－3000

新年初風呂ふれあいの集い森田支所からのお知らせ
　森田地区に住む高齢者の健康保持のお手伝いと、参加者の親睦を深める「新年初風呂ふれあいの集い」が開催され
ます。詳しくは、つがる市社会福祉協議会森田支所へお問合せください。
■日　時：平成29年1月13日(金)午前11時から
■場　所：森田高齢農業者生きがいセンター（電話26-2191）

【問い合わせ先】　つがる市社会福祉協議会森田支所（電話26-3836）

非使用時 使用時




